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放牧 の無 事 を祈 願 す るYajurvedaの マ ン トラ と

Rgveda VI28,7

西 村 直 子

0.Srauta祭 式 に お い て,道 具 や 祭 場 の 準 備,献 供 等 の 具 体 的 作 業 に 従 事 す る の は

Adhvaryu祭 官 で あ る.彼 ら が 個 々 の 行 作 に 伴 っ て 唱 え るmantra (m),即 ち yajus

は Yajurveda-Samhita (YS)に 纏 め ら れ て い る.冒 頭 に は 新 月 祭 ・満 月 祭 を 基 本 形

と す る穀 物 祭,isti に 用 い るm集 成 が 置 か れ て お り,本 祭 前 日,Upavasathaの 日

に 行 う 祭 式 行 為 と して の 《放 牧 》,《barhis刈 り》,《 搾 乳 とdadhi製 造 》 等 を も っ て

始 め ら れ る.本 稿 で 取 り上 げ るmは,そ の 最 初 の 《放 牧 》 章 に 収 め られ,牧 草 地

へ 向 か う(牝)牛 達 に 唱 え ら れ る .こ れ に 対 す る 各brahmana(br.)は,下 記 の 使 用

text箇 所 に 収 録 さ れ て い る(MSp, KSp, KapSp, TBp, SB, SBK).

《放 牧 》 章 は 伝 統 的 にvatsapakarana「 仔 牛 を[母 牛 か ら]引 き 離 す 事 」 と 呼 ぼ れ,

搾 乳 前 の 行 為 と解 釈 さ れ て き た.新 満 月 祭 に 関 す る 殆 ど 唯 一 の 研 究 書 で あ るHIL-

LEBRANDT, Altindische Neu- und Vollmondsopfer (1897)や,CALAND, Apastamba-

Srautasutra (ApSrSu)の 翻 訳 は こ の 伝 統 を 踏 襲 し て い る1).だ が,当 のm集 と対 応

br.と を 精 査 す る と,こ れ ら が 朝 の 放 牧 儀 礼 用 のmで あ っ た こ とが わ か る.

Veda祭 式 を 伝 承 し て き たArya人 は,牛 を 基 本 財 産 と す る 牧 畜 生 活 を 営 ん で い

た.本 論 で は,Yajurveda全 学 派 のSamhitaか ら 放 牧 先 で の 牛 達 の 無 事 を 祈 願 す る

mと こ れ に 対 す るbr.,そ の 伝 承 の 背 景 に 想 定 さ れ るRg-Veda (Rv) VI 28の 第7

詩 節 を 取 り 上 げ,そ れ ら の 比 較 検 討 に 基 づ き 当 時 の 放 牧 の 実 態 と変 遷 の 跡 を 辿 り,

更 に,'各 文 献 の 成 立 過 程 に つ い て も視 点 を 提 示 し た.使 用textは:RVVI28,72);

Maitrayani Salnhita (MS) I l,1:1,1-4m; IV 1,1:1,16-2,6p; Kathaka-Samhita (KS) I 1:1,

1-4m; XXX 10:193,3-7p; Kapsthala-Katha-Samhita (KapS) I 3:3,3-4m; XLVII 8:312,9-13p;

Taittiriya-Samhita (TS)I l,1,lm; Taittiriya-Brahmana (TB) III 2,1,5P; Madhy-andina 派 Va-

jasaneyi-Samhita (VS) I1;Kanva派VS(vSK)I 1,2-3; Madhyandina 派 Satapatha-Brah-

mana(SB)17,1,7; Kanva派SB(§BK)II6,3,4.

1.放 牧 の 無 事 を 祈 願 す る4つ のyajus本 論 で は,以 下 の4つ のyajusを 扱 う.こ

れ ら のmに つ い て は,一 部 の 学 派 の み が 伝 え る も の,記 載 順 序 の 異 な る も の,語
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順の異なるもの等,学 派間に相違があり,伝 承状況は複雑に入 り組んでいる.

① 略奪の危険の回避 ma vah stena isata maghasamsah MS",=KS",=TS"=VS=RV

②<gopati>のm dhruva asmin gopatau syata bahvihMSm=KSm=TSm=VS

(RVに な し,mの 順 序 は一 致 しな い)

3 [Rudra ‚Ì–î] ‚Ì m rudrasya hetih pari vo vrnaktu MSp= TSm 

pani vo rudrasya hetin vnnaktu KSm

MSp=TSm≒KSm≒RV; VSに 伝承 な し(mの 順 序 は一 致 しな い)

④RVVI28,7bか らの借 用suddha apah suprapane pibantih MSp のみ

2.mantra集 成MSは ① 及 び② を伝承 す る.KSは,そ のmの 間に③ を置 く.TS

もKSと 同様,① ③② としてい るが,③ の語順 はKSと は異な る.VSの 伝 承 は,

MSと 全 く 同 じ ① ② の み で あ る:MSI l,1:1,3-4m  ma vah stena isata maghasatso. dhruva

asmin gopatau syata bahvih.君達(牝 牛達)を 泥棒が支配することのないように,悪 意ある

(悪 口 を 言 い ふ らす)者 が[支 配 す る こ との な い よ うに].こ の牛 の 主 人 の下 で,君 達(牝

牛 達)は 丈 夫 で 数 多 くな っ て ほ しい.一KSIl:1,3-4m(=KapSI3:3,3-4m)ma vah stena isata

maghasamso. pari vo rudrasya hetir vrnaktu // dhruva asmin gopatau syata bahvih……Rudraの 飛 び

道 具(矢,即 ち 疫 病)は 君 達(牝 牛 達)を[脇 に]外 せ...―TSI 1,1,1m ma va stena isata

maghasamso. rudrasya hetih pari vo vrnaktu.dhruva asmin gopatau syata bahvih……Rudra の飛 び

道 具 は 君 達(牝 牛 達)を[脇 に]外 せ...―VSI 1(=VSKIl,2-3)...ma va stena isata ma-ghasamso

. //2// dhruva asmin gopatau syata bahvihs...//3//

3.br.部 分MSpで 注 目 す べ き 点 は,m集 成 に 伝 承 の な い2つ のm(以 下 に は太 字)

の 付 加 で あ る.即 ち ①-④ の 中,④,<suddha apah… 〉 と③ 〈rudrasya hetih … 〉 と

が,こ の 順 序 で 新 た に 加 え ら れ て い る.後 者 の 語 順 はTSに 一 致 す る.解 釈 は シ

ン プ ル で あ る.ま たKSで は,Rudraの 矢 のmの 意 義 付 け が 他 学 派 に 比 べ て 複 雑

で あ る.こ れ ら に 対 し,TBは 極 め て 簡 潔 にmの 意 義 を 説 明 し,SB は m解 釈 を

抽 象 的 に 述 べ,'放 牧 の 意 義 がMS,KSと は 異 な る 段 階 へ 移 行 し た 事 を 暗 示 し て い

る: MS IV 1,1:1,16-2,6p: (ma vah steno i ata maghasamsa) lty. J sam evasaste. (dhruva asmin

gopatau syata bahvi'r) iti. praiva janayati. //Buddha apah suprapane pibantih. //) ltl. punatyeval-
ndh. (// rudrasya hetih pari vo vrnaktu //) iti. rudrad evainas trayante. 〈君達(牝 牛達)を 泥棒が支

配することのないように,悪 意ある者が[支 配することの]な いように〉と[唱 える].他 な

らぬ[祭 主の]祈 願を,言 挙げすることになる.〈 この牛の主人の下で,君 達(牝 牛達)は

丈夫で数多 くなってほしい〉 と[唱 える].[家 畜を]ま さしく繁殖 させることになる.〈//

清い水達を良い水飲み場で飲んでいる[君 達:牝 牛達]を//〉 と[唱 える].当 のもの達(牝

牛達)を まさしく清めることになる.〈//Rudraの 飛び道具は君達を[脇 に]外 せ//〉 と[唱

え る].他 な らぬRudraか ら当のもの達(牝 牛達)を 保護す ることになる.―KSXXX

10:193,3-7p(= KapS XLVII 8:332,9-13P ): (ma vas steno isata maghasamsa) ity. asisam evasaste.
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< pari vo rudrasya hetir vrnaktv> iti. rudram eva pasubhih parivrnakty. aghatuko 'sya rudrah pasun 

bhavati yasyaivam vidiso yas caivam vidvan havise gah prarpayati. <dhruva asmin gopatau syatl->

eti.drmhaty evaina.<bahvir> iti. bhumanam evaina gamayati.〈君達を泥棒が…〉と[唱 える].他

な らぬ[祭 主 の]祈 願 を 言 挙 げ す る こ とに な る.〈Rudraの 飛 び道 具 は… 〉 と[唱 え る].他

な らぬRudraを 家 畜 達 か ら[脇 に]外 す3)こ とに な る.こ の よ うに知 っ て い る者 の 牛達 を,

そ して,こ の よ う に知 っ て い る者 が供 物(乳)の 為 に[牧 場 へ]進 ませ るな ら ぼ,こ の 者

の家 畜 達 をRudraは 殺 さ ぬ者 とな る4).〈 こ の 牛 の 主 人 の下 で … 〉 と[唱 え る].当 の も の 達

(牝 牛達)を ま さ し く丈 夫 にす る こ とに な る.〈 数 多 く[な っ て欲 しい]〉 と[唱 え る].他 な

らぬ当のもの達(牝 牛達)を 増大へと行かせることになる. - TB III 2,1,5p: (ma va steno isa-
to maghasamsa) ity aha. guptyai. (rudrasya hetih pani vo vnnakty) ity aha. nudnad evainas tnayate.

(dhnuva asmin gopatau syata bahvin) ity aha. dhnuva evasmin bahvih kanoti. 〈君達を泥棒が…〉と
唱 える.[家 畜達 の]守 護の為 にであ る.〈Rudraの 飛 び道具は…〉 と唱える.他 ならぬ

Rudraか ら,当 の者(牝 牛)達 を保護することになる.〈 この牛の主人の下で…〉と唱える.

この者(祭 主)の 下で[牝 牛達を]他 ならぬ丈夫で数多いもの達 と為すことになる.―SBI

7,1,7 (= SBK II 6,3,4) :...<ma va stem isata. ma hasamsa iti. ma vo nastra raks/ithsisatety evai-

tad aha. <dhruva asmin gopatau syata bahvir> ity. anapakraminyo 'smin yajamane bahvyah syatety
evaitad aha. //7//… 〈君 達 を泥 棒 が …〉 と[唱 え る] .「 君 運 を破 滅 達 が,毀 損 力 達 が 支 配 す る

ことのないように」 と,こ のことによって唱えることになる.〈 この牛の主人の下で,君 達

は丈夫で数多 くなってほしい〉と[唱 える].「 この祭主の下で君達は立ち去る事無 く6),数

多 くなってほしい1と,こ のことによって唱えることになる.

4.RV VI28,7① 一④ の中,3つ のyajusがRV VI28,7に 一 致 また は類似す る内容

とな ってい る.RVVI28全 体 は牛(特 に牝牛)達 とIndraと の 密接 な関係 を軸 に

構成 され てお り,当 時の牧畜生活 の具体 的な有 り様 が垣 間見 え る.そ の中で,第

7詩 節 は放牧地 で牛達が草 や水 に恵 まれ,種 々の危険 を回避 す る ことを願 うもの

であ り,放牧の実態を最も端的に示 している: prajavatih suyavasam risantih I Buddha apah

suprapane pibahtih ma va stem isata maghasatsahpart vo helm rudGrasya vnjyah 子孫に富むも

の達 として(と なるべ く),よ い牧草を引きちぎっている[君 達],清 い水達をよい水飲み場

で飲んでいる[君 達],一 君達を泥棒が支配することのないように.悪 意ある(悪 口を言い

ふらす)者 が[支 配することの]な いように.―Rudraの 飛 び道具(矢:疫 病)は[そ ういう]

君達を[脇 に]外 して(迂 回して)欲 しい.

5.RV VI28,7と の 関連―mantra対 照 表(表1)RVのpadaaに 対 応 す るmは 何

れのYVに も伝承 され て いない.bは,Mspの3番 目に置 かれて い るのみで,他

派 にはない.cは,YV全 学 派― 致 してm集 成 に収 録 して い る.dはMSp,KSm,

TSmに お いて,若 干語形や語順 を変 えて伝承 されてい る.RVに な い② は,YV全

学 派がm集 成 の段階 か ら伝承 して いるもので あるが,Msp(br.)に お けるmの 付

加 と,KS,TSに お け る③ の位置 か ら,学 派 間 に順序 の相違 が見 られ る.以 下,
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この表から指摘 しうる可能性を問題提起 として述べたい.

まず,MS,VSが 伝 え る①② が,原YVと も い うべ きものを想 定 した場合,本

来 あった伝承 であ る と思 われ る.KS,TSに 現 れ る③ は,こ れ に付加 され たもの

と思 われ,そ の際 にRV VI28,7を 意 識 してい た可 能性 が ある.③ がRV～KS～TS

ρ 間 で語形語順 に相違 を示す要因 には,RVに お けるrudarasya とい う3音 節 の読

み の回避 が考 え られ る.KS,TSと も語順 を変 え,RV vrjyah (prekativ)をvrnaktu

(Imperativ)に し てRVと 同 じ11音 節 を 保 と う と した 跡 が 窺 わ れ る.KSで は

Kadenzの 形 式 を守 る為 にRV heti rudrasya を rudrasya hetir に改 変 してZasur (caesu-

ra)が な いThistilbhと し,MSm/p,TSは 完 全 なTristubhの 一行 と してい る.MSPは

mantra集 に収め られてい なか った③④ を加 えてTristubh四 行 に してい る.こ れは,

KS,TSに 比 してRVを よ り強 く意識 していた結果 であ る と思われ る.MSが 伝 承

す る①-④ の中,新 た な付加 はま とめて後半 に置か れ,Tristubhの 前 半 では異部

族 に よる略奪 の危 険への危惧 と回避,現 在 の持ち主の下で多産 であ る事等 を,後

半 は よい水 を飲 み疫病 に罹 患、しない よう祈願 す るもの となってい る.

br.で は,MSがmを 追加 し,KSがmの 意義を具体 的に詳解 してい るのに対 し,

TBは 簡 素 な説明 に終始 し,SBは 抽 象的 な語釈 を与え るに過 ぎない.即 ち,今 回

扱 った箇所 で は 「放牧」 の意義 ・重要性 の変化 が背後 に あ り,m集 成 として最 も
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古い形 を残 してい るの はMS,VSで,KSとTSは 幾 分新 しい形 を示 す と考 え られ

る.こ れ に対 し,br.の 段 階で は,MSが(TSmか らの影響を受けて?)RVの1詩 行

を改作,③ を加 え,更 に④ のbpadaを も加 えて完全 なTristubhに 改 め,同 一文献

であ り乍 らm集 成 との編集段 階に明 らかな時代差 を示 して いる.ま た,先 述 の通

り,KSが 特 に③ につ いて牛の所有者 と牧夫 とい う,異 な る立場 の存在 を窺 わせ

部 族集 団 の組織 化 と規模 の拡大 を示 唆 して い るの に対 し,文 献成立年 代 がMS,

KSのbr.よ り新 しい と考 え られ るTBとSBのm解 釈が具体 的 な放牧 の記述 に乏

しい事 も,両 文献 の背後 にあ る牧畜生活 の在 り方の変化 を示唆 してい る.

6.aranya-「 荒 野」 での放牧 各文献 の背後 にある牧畜生活 の形態変化 を辿 る上で

1つ の指標 とな るのが,aranyaで の放牧で ある.元 来放牧がaranya「 荒 野,原 野」

で行 われていた事は,例 えぼ以下 の記述 か ら明 らかであ る:Ms IV 1,1:2,8-11p7)[新月

祭 ・満月祭] <yajamanasya pasi n pah;- (I 1:1,4> fti. yaja manasyaiva pasunam gopithayahitnsayai.
11 praticirh sakham lipagi hati. tasmad gramyahpasavah sayam aranyad gramam ayanti-          pratyanca

enam pasavo bhavanti ya evam veda. 〈祭主の家畜達を君は守れ〉 と[唱 える].他 な らぬ祭主

の家畜達を護 る為に,傷 つける事がないようにである.逆 向きに枝を隠 し置 く.そ れ故,

村 落に属する家畜達は晩に荒野から村落へ戻って くる.家 畜達は,こ の様 に知る当人のも

と へ と逆 向 き に 戻 っ て く る も の と な る. - KS VII 8:69,17-18p [Agnyupasthanal ye ca vai

gtamyah pasavo ye caranyas to ubhaye naktam samsljyante. tasmad api ye 'Ipolr pasavas to naktam

bahava iva drsyante. 村落にいる家畜達(仔 牛達)と 荒野にいる[家 畜達=牝 牛達],そ の両

者達は,夜 には[一 箇所に]ま とめられる.そ れ故,僅 かな家畜達であっても,彼 らは夜

には数多く[い る]よ うに見られる.aranya-

はgrama-「 村 落」の対概念 であ り8),後 者 が何 らかの秩 序を持つ,所 有権

を主張で きる領域 と見 な し得 るのに対 し,前 者 は既得権 の及 ぼない空間 を意味す

る.放 牧 を一種 の植 民活 動 と見 なす場合 もあ り,他 部族が放牧 してい る牛 を略奪

して領土 を拡張 していた可能性 もあ る.こ の こ とは同時 に,逆 に略奪 され る危険

もあ った事 を意味 す る.放 牧 は,家 畜繁栄 の点で もテ リ トリー拡 張 とい う点で も

重要で あったろ う.放 牧 に伴 う危険 の切実 さは,当 時 の牧畜生活 の実像を知 る上

で念 頭に置いて お く必要が あ る.但 し,定 住化 等の生活様 式 の変化 に伴 い,aran-

yaで 放 牧 を行 うとい う事 の意義 は,次 第 に薄 れていった もの と思 われる9).

7.Srautasutraの 記 述 今 回扱 ったyajus① 一④ を,黒YV学 派 のSrSuで は大 き く

2つ に分 け,そ れ ぞれが唱 え られ るべ き対象 を挙 げて説 明 して い る.即 ち,放 牧

に出てゆ く牝牛達 に唱え るもの(A)と,祭 主等 に唱 えるもの(B)と で ある.
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(229)放 牧 の無 事 を祈 願 す るYajurvedaの マ ン トラ とRgvedaVI 28,7(西 村)

*下 記 引用参照 .―**VarSrSu　 I2,1,9 < MS IV l,1:2,6-7p: pusa vah paraspa aditih+prertvaripa

indro ov'dhyakso'nastah punar eta「Pusanは,君 達(牝 牛達)の 行 く末 を守る者である.

Aditiは,[牧 場 へ]向 か う[牝 牛達]を 守る者である.Indraは,君 達の監視者である.

失 われることなく君達は戻って来い」.

Aで はBaudh, Vadhの 両SrSuが ① ③ を挙 げ る 一方,Man,AP, Hir, Bharは,

③ ④ にbr.以 前 には見 られ ないmを 挙 げてい る.Man等 が① を欠 く背景 には,放

牧地 の施 設や牛 の所有権 に関す る法 の整備 等が関与 してい る可 能性が あるl0).一

方,Bの 祭 主 に唱 えるmに は全学 派一致 して② を用 い,SrSuで はgopati-の 語 に

よ って 祭主 が 意 図 されて い た もの と理解 され る.こ れ に対 し,白YV学 派 の

KatySrSu は これ らのmに 一切言及 しない.こ こにも放牧の あ り方の変化の反映が

見 られ る.

BaudhSrSu I 1:1,11-14 athaisam matPh prerayati (devo vah savita prarpayatu sresthatamaya kar-
mane (TS I 1,1,1 c)) (apyayadhvam aghniya devabhagam urjasvatih payasvatih prajavatir anamiva 

ayaksma ( n d)) (ma va stena isata maghasamsas>/ <rudrasya hetih pani vo vrnaktu) / iti. (dhruva

asmin gopatau syata bahvin) iti. yajamanam iksate. /  次 にその[仔 牛達の]母 牛達を[牧 場へ]

進 ませる.〈Savitr 神 は君達(牝 牛達)を[牧 場へと]進 ませ よ,最 もよく繁栄をもたらす

行為の為に〉,〈君達は[乳 で]膨 らめ,傷 つけられざるべき牝牛達よ,神 々の分け前とな

るべ く,栄 養に富み,乳 に富み,子 孫に富み,無 病で,疾 患のない[君 達は]〉,〈君達を泥

棒が…〉,〈Rudraの 飛び道具は…〉 と[唱 えなが ら].〈 この牛の主人の下で…〉と[唱 えな

が ら]祭 主 を見 る. ManSrSu 119I.20-21 <suddha apahsuprapane pibantih> <satam indraya

saradoduhanah  (出典不明) /> <rudrasya hetih pan vo vn,Zaktu //> iti vrajantir 11) anumantrayate.

1120// <dhurva asmin gopatau syata bahvir> iti.yajamanasya ghan abhiparyavartate. / yajamanam va

preksamano japati. //21/1 〈清い水達を良い水飲み場で飲んでいる[牝 牛達]を 〉〈百の秋(年)

の 間,In(haの 為 に 乳 を 出 して い る[牝 牛 達]を 〉 〈Rudra達 の飛 び道 具 は … 〉 と歩 き回 っ て

い る[牝 牛 達]にmantraを 唱 え掛 け る.〈 こ の 牛 の 主 人 の下 で … 〉 と[唱 え る].祭 主 の 家

の 方 に 向 き 直 る.或 い は,祭 主 を 見 な が ら小 声 で 唱 え る.(cf.ApSrSu I 2,i8-9=HirSrSu

79,2-80,1BharSrSuI2,19-3,1)―VadhSrSu II 1,1,6-7(Ed.IKARI  に よ る. Ed.CHAUBEY で は

IIl,ll)〈...=(省 略 記 号) pani vo vnnakty) iti. <dhnuva asmin gopatau syata> iti yajamanam vansab-
ham va gostham vabhimantrayate. <•c>  と,祭 主 に,或 い は牡 牛 に,或 い は 牛 舎 に,mantra

を唱 えか け る.―KatySrSu IV2→ 記 載 な し
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(230) 放 牧 の 無 事 を祈 願 す るYajurveda の マ ン トラ とRgveda VI28,7(西 村)

1) HILLEBRANDT "Wegtreiben der Kalber beim Samnayya-Neumondsopfer" (p.7), CALAND 

"Melk
en der fur das Samnayya bestimmten Milch :Forttreiben der Kalber" ApSrSu 12,2-10. ‚±‚ê 

らの章 立 て は,最 終 的 に はTaittiriya派 の 一 分 派 で あ るAtreya派 のAnukramani, BaudhSrSu

(Dvaidhasirtra)等 のvatsapakaranamと い う伝 統 的 項 目立 て に 遡 る もの と思 わ れ る.Samnayya

とは,本 祭 前 夜 に 搾 乳,加 熱 して 酸 化 させ た酸 乳dadhiと,本 祭 当 日朝 に搾 乳,加 熱 した

乳 とを,献 供 直 前 に柄 杓 の 中 で 混 ぜ 合 わ せ て 作 る供 物 の こ と.TSP及 びSB以 降,こ れ を

用 い るの は特 別 な 新 月 祭 で あ る と規 定 され る よ うに な る.2)～AV IV21,7,cf. VaitSu XXI

24[Agnistoma]; KausSu XIX 1';XXI 8;AV VII75,1; TB II 8,8[動 物 犠 牲 祭]cf.ApSrSu VI 16,9;

XIXl6,18.3) mantra は pari vo(=牝 牛 達:Akk.)rudrasya hetir (Nom)vrnaktu,一 方 prosa

はrudram (Akk.)eva pasirbltih (Instr.) parivrnakti とあ り,構 文 が 異 な る.4)yasya指 示 す る

牛 の所 有 者 と,yas が 指 示 す る 牛 を 牧 場 へ 進 ませ る者 とが,別 人 で あ る可 能 性 も あ る.5)

SBのsandhiに よ り,VSと は ア クセ ン トが 異 な る こ と に注 意6)対 応 箇 所 は:KS XXX

lO:193,7-10p～TB III 2,1,5p;cf. KapS XLVI 8:332,14;16-18p; SB I7,1,8～SBK II6,3,4. 7)本 来

は,家 畜 と車 とを伴 っ て移 動 す る(部 族)集 団 の1単 位 を 指 して い た もの と思 わ れ る.

この よ う な本 来 の 意 味 の痕 跡 は,初 期 仏 典 に も 残 って い る.山 崎 元 一 『古 代 イ ン ド社 会

の研 究 』,p.191参 照.更 に,Br.期 で は人 々 が 定住 して い る村 落 を 指 す 用 例 も,確 実 に存

在 す る.Cf.Rau, Staat und Gesellschaft,51ff. 8)更 に,牧 畜 生 活,乃 至 は放 牧 が実 生 活 の

中 で形 式 化 して い た こ と を示 唆 す るm中 の語 彙 に,gopati一 が あ る.gopati-「 牛 の 主 人 」

は元 来,牛 の群 れ を管 理 ・統 率 す る責 任 者 等 の 意 味 で 用 い られ て い た 可 能 性 が あ る.RV

で はIndraを 指 す 例 が 多 く見 られ る.YS及 びBr.に は,当 箇 所 以外 に用 例 は な い.YSmに

gaupatya-が 牛 の所 有 者 た る こ と」 の意 で 用 い られ て い る.9)具 体 的 に は,放 牧 地 の施 設

整 備,牛 の 所 有 権 等 に 関 す る法 の 整 備 等 が 想 定 さ れ る.後 の 法 典 類 に は,家 畜所 有 者 と

牧 夫 と(場 合 に よ って は更 な る第 三 者 と)の 間 に起 こ り得 る訴 訟 とそ れ に関 す る規 則 が い

くつ か 定 め られ て い る.Cf.ManuSmr VIII 229-244. 10)vrajantir(<vraj)の 背 景 に は,牛

達 の 目 指 す 放 牧 地 が 荒 野 で あ り,生 活 圏(loka-)か ら荒 野 へ の 移 動 が 意 識 さ れ て い る可

能 性 が あ る,cf後 藤 敏 文 『神 子 上 恵 生 教 授 頒 寿 記 念 論 集 』p.859.

(2005年 度 文 部 科 学 省 科 学 研 究 費,若 手 研 究(B))

〈キー ワー ド〉 放 牧,Veda 祭 式,Yajurveda, Rgveda

(東 北 大 学 助 手 ・博 士(文 学))
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(214) Abstracts

verb is used with the accusative only. But there are a few points that should 

be considered. 

In the context of stock farming or war, sam-sarj/srj governing only the 

accusative means 'to gather cattle (as booty)' [MS ‡W 2,10:33,1ffp. ; RV X 

27,10]. The meaning of samsrsta- dhana- and samsrj- in RV X 84,7 should be 

understood in this sense. PW assumes the meaning of 'schaffen' in SvetU ‡V 

2. But it can be translated as 'to gather (all beings).' 

In the RV and AV, sam-sarj/srj with yudhas, pl. acc. fem. of yudh- 'war' is 

found. Yudhas sam-sarj/srj 'to get wars together' can be understood as 'to 

bring wars to a conclusion.' 

Sam-sarj/srj takes only sg. acc. tat in MS‡W 5,9:77,7p+tan na samasrjata. 

The meaning is a little altered: 'He didn't deliver it (i.e. his own acquisition) 

up. '

160. The Mantras for Praying for the Security of Grazing Cows in the 

Yajurveda and the Rgveda‡Y 28,7 

Naoko NiSHIMURA 

The first chapter of the Yajurveda-Samhitas (Ys) consists of the mantra 

collections for isti, the fundamental of which is practically to be understood 

as the new and full moon sacrifice (Darsapurnamasa). Every YS has the sec-

tion •sGrazing•tas its opening. This is the ritual procedures of the so 

called Upavasatha day, the preceding day of chief offerings are made. There 

was probably not an exclusive place for the pasture, but the grazing land 

seems to have been aranya- (a wilderness), the place where no one has his 

own claim. 

In this paper, I examine closely the four mantras in this section and the 

correspondent brahmanas. The mantras are recited for the safety and fertility 

of the cow grazing in aranya. Comparing the mantras with Rgveda ‡Y28,7, 

which has parallel phrases, we can see an aspect of the nomadic life and 

trace its change in the Aryan society. It enables us also to confirm how the 

YV texts were gradually produced and codified.
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